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♦市民向け手話講座の開催（資料２ １－①） 

 

１ 事業の概要 

市民の皆さんが手話に関心を持ち、手話への理解を深めるために自己紹介や

簡単なやり取りができることをめざす入門講座を開催。令和５年度は受講を希望

する市民にできるだけ多く参加いただけるよう前期と後期の２期開催とし、市民と

ろうあ者との接点、交流の場と位置づけ実施した。 

 

２ 実施状況 

（１）講座実施回数 … 全１１１回実施／計画１１２回 

（２）延参加者数  … １，２９３人 

（３）実参加者数  … ２２１人 

 

≪参加者数内訳≫ 

【前期（６月～９月）】 

 

 

 

 

 

コース

名 
回数（時間） 定員 開催場所 

実績 

回数 参加者数 平均 
実 

参加者数 

堺区 
８回（12時間） 

【夜間】18:30～20:00 

１０

人 

堺市 

総合福祉会館 
８回 

延１２１

人 

１５

人 
２０人 

中区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１０

人 
中区役所 ８回 

延１２８

人 

１６

人 
２０人 

東区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１０

人 
東区役所 ８回 

延１３１

人 

１６

人 
２０人 

西区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１０

人 
西文化会館 ８回 

延１１９

人 

１５

人 
２０人 

南区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１０

人 

泉ヶ丘 

市民センター 
８回 

延１４２

人 

１８

人 
２１人 

北区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１０

人 
北区役所 ７回 延７１人 

１０

人 
１５人 

美原区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１０

人 
美原文化会館 ８回 延８９人 

１１

人 
１５人 

資料 3 

令和５年度 実施事業の取組状況（項目抜粋） 
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【後期（１１月～２月）】 

 

♦本市封筒への堺市手話言語・コミュニケーション条例情報の掲載（資料２ １－④） 

   

本市各区市民課で使用する窓口封筒において、堺市手話言語・コミュニケーショ

ン条例のホームページを案内する二次元コードを掲載。また、本市が使用する角２

封筒において、本条例を啓発する情報を掲載。 

 ≪参考≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース

名 
回数（時間） 定員 開催場所 

実績 

回数 参加者数 平均 
実 

参加者数 

堺区 
８回（12時間） 

【夜間】18:30～20:00 

１５

人 

堺市 

総合福祉会館 
８回 

延１１６

人 

１５

人 
２０人 

中区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１５

人 
中区役所 ８回 延７８人 

１０

人 
１４人 

東区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１５

人 
東区役所 ８回 延４６人 ６人 ９人 

西区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１５

人 
西文化会館 ８回 

延１０１

人 

１３

人 
１９人 

南区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１５

人 
泉ヶ丘 

市民センター 
８回 延４１人 ５人 ７人 

北区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１５

人 
北区役所 ８回 延９５人 

１２

人 
１８人 

美原区 
８回（12時間） 

【昼】10:00～11:30 

１５

人 
美原文化会館 ８回 延１５人 ２人 ３人 
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♦シンポジウム（フォーラム）の開催（資料２ １－⑤） 

 

○堺市手話言語・コミュニケーション条例普及イベントの実施 

１ 事業の概要 

市民の皆さんに「堺市手話言語の普及及び障害者のコミュニケーション手段

の利用を促進する条例」について、広く知っていただくため、堺市立健康福祉

プラザ視覚・聴覚障害者センターの指定管理業務として実施。 

令和５年度は、日本ライトハウス盲導犬訓練所や日本サポートドッグ協会の

協力を得て、盲導犬・聴導犬・介助犬について紹介。それぞれの役割について

考えることで、障害理解を深め、堺市手話言語・コミュニケーション条例の意

義を学ぶ機会とした。 
   
２ 実施状況 

   ○「補助犬デモンストレーション～盲導犬・聴導犬・介助犬のお仕事紹介～」 

  ※健康福祉プラザで実施する障害者週間フェスティバルと併催 

（１）実施日   令和５年１２月９日（土） 

   （２）場 所   堺市立健康福祉プラザ 

   （３）参加者   約８０名 
 
３ 参考 

≪周知チラシ≫ 
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○手話言語の国際デーにかかる堺市立健康福祉プラザブルーライトアップの実施  

   

１ 事業の概要 

世界ろう連盟からの呼びかけをもとに、堺市ろうあ者福祉協会と協力し、９月

２３日の手話言語の国際デーに合わせ、本市の障害福祉拠点施設である堺市立健

康福祉プラザのブルーライトアップを実施。 

  ライトアップを通して、市民に対し「手話は言語である」ことの認知を広めた。 

 

２ 実施状況 

（１）実施日  … 令和５年９月２３日（土・祝） 

（２）実施内容 … 堺市ろうあ者福祉協会主催 各種イベント 

          堺市立健康福祉プラザ壁面ブルーライトアップ 

 

 

 

○堺市と関西大学との地域連携事業における市民向け堺市手話言語・コミュニケー

ション条例セミナーの開催  

 

１ 事業の概要 

市民に堺市手話言語・コミュニケーション条例について理解を促し、手話は

言語であることや、様々な障害者のコミュニケーション方法について知っても

らうことを目的に、堺市ろうあ者福祉協会の協力を得て堺市手話言語・コミュ

ニケーション条例セミナーを開催。 

堺市と関西大学との地域連携事業として、関西大学堺キャンパスにて実施し

た。 

 

 ２ 実施状況 

（１）実施日   … 令和５年１２月１３日（水） 

（２）参加者数  … ８０人（うち、学生７２名） 

（３）実施内容   

  ○堺市手話言語・コミュニケーション条例について（堺市障害施策推進課） 

     …手話は言語であることと合わせ、本条例の意義や目的について、手話、 

要約筆記、点字、音声、コミュニケーションボード等の様々なコミュニ 

ケーション手段を紹介しながら説明。 

○「言語としての手話」講演（堺市ろうあ者福祉協会 事務局長） 

○「手話通訳者としての活動」講演（堺市登録手話通訳者） 

  ○手話を母語とする方との交流会（堺市ろうあ者福祉協会） 

      …学生・市民のろう者への理解促進のため、グループに分かれて交流。 
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♦市民向け手話動画の作成 （資料２ １－⑥） 

   

堺市手話言語コミュニケーション条例普及啓発事業として、令和３年１２月より

堺市ろうあ者福祉協会、堺市、堺市立健康福祉プラザ視覚・聴覚障害者センターの

三者共同で、市民向けに日常で使える手話動画を作成。堺市ホームページ及び堺市

立健康福祉プラザ視覚・聴覚障害者センターYouTubeチャンネルで紹介。 

会話形式で楽しく学べるものとなっており、令和５年度は３３本の動画を掲載し

た。 

○「大丈夫」「知ってる」「教えて」「嬉しい」「必要」「ときどき」 等 

 

≪参考≫ 

 

 

 

 

 

 

 

♦学校における理解の促進（資料２ １－⑦） 

 

学校においては、「堺市手話言語の普及及び障害者のコミュニケーション手段の

利用を促進する条例」第１３条の規定に基づき、障害者のコミュニケーション手段

に接する機会の提供等に努めるものとしている。 

 

 ○人権教育学習会への支援事業   

学校においては、これまでも人権教育学習会等の取組を進めているが、さらなる

人権教育の取組を推進するため、学校が実施する人権教育学習会または講演会等に

対し、教育委員会が支援を行う。 

  

≪概要≫ 

① 対象  各小中学校の児童生徒 

② 内容  当事者の紹介、手話にまつわる話、手話体験 

③ 講師  聴覚障害者当事者及び手話通訳士 

④ 実績  令和 5年度 6校（15クラス） 

 

〇人権ナビ『わかるかわるみらい』(「しあわせをめざして手をつなごう」) 

令和 5年度は、人権ナビ『わかるかわるみらい』(「しあわせをめざして手をつな

ごう」)により保護者等に対して、障害者の人権について啓発を行った。 

 

 

←日常で使える手話動画 
ぜひご覧ください。 
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○堺市立健康福祉プラザにおける障害理解促進事業 

 

  堺市社会福祉協議会にて実施していたキャップハンディ事業を令和４年度より

堺市立健康福祉プラザ指定管理業務に集約し、「障害理解促進事業」として新たに

開始。従来の障害疑似体験だけでなく、視覚・聴覚障害者理解、障害者スポーツ体

験などのメニューから選択できるものとした。 

 

 ≪概要≫ 

① 対象  堺市内の小中学校 等 

② 内容  見えない・見えにくい体験 

聞こえない・聞こえにくい体験 

障害者スポーツ体験 等 

③ 講師   堺市立健康福祉プラザ職員 

④ 実績   令和５年度 ２０件 

 

♦広報さかいへの巻頭特集記事掲載 

   

広報さかい９月号において、堺市手話言語・コミュニケーション条例に関する巻

頭特集記事を掲載。記事には、聴覚障害者、視覚障害者、知的障害者の方がうれし

かった配慮や、手話通訳者、要約筆記者、点訳ボランティア、音訳ボランティアに

ついて紹介。 

 

≪参考≫ 
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♦職員向け研修の開催（資料２ ２－(３)-①） 

 

○全庁職員向け研修 

１ 事業の概要 

手話をはじめとする障害者のコミュニケーション手段について、庁内職員の

理解を深めるため、職員向け研修を実施。なお、より多くの職員が視聴しやす

い体制を取るため、動画配信での研修とした。 

令和５年度は、以下の内容で実施。 

① APD/LiD（聴覚情報処理障害/聞き取り困難症）について 

② APD/LiD（聴覚情報処理障害/聞き取り困難症）当事者の体験談 

…近畿 APD/LiD当事者会協力によるインタビュー形式 

③ 『障害者差別解消法』と合理的配慮について 

 
  
２ 実施状況 

（１）研修方法   … 動画配信による 

（２）参加者数   … ３３５人  

（３）実施時期   … 令和６年２・３月 

 

○窓口職員向け手話研修 

１ 事業の概要 

各区に配置する聴覚障害者相談員がそれぞれ講師となり、本市窓口職員が、

特に聴覚障害者に対する理解を深めるとともに、あいさつ等市民への対応など

で活用できる手話及び筆談等、聴覚障害者に対する窓口対応のポイントを学ぶ

ことを目的とした研修を実施。令和５年度は、令和４年度同様より多くの職員

に受講してもらうため、夏期と冬期の２回、研修を行った。 

 

 ２ 実施状況 

（１）研修方法   … 各区にて対面実施 

（２）参加者数   … １０７人 

（３）実施時期   … 令和５年８月期、令和６年２月期 
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♦新型コロナワクチン接種における各種情報保障 

 

令和３年５月から実施している新型コロナワクチン接種について、視覚障害者及

び聴覚障害者等に向けた各種情報保障を令和５年度も引き続き実施（春夏接種、秋

接種）。 

 

（１）ワクチン接種案内 

・接種案内等を音声化した音声ＣＤや拡大文字版、点字版の案内送付 

・テキスト版の堺市 HPホームページ掲載 

・手話を母語とする方に向け、YouTube(堺動画チャンネル、堺市立健康福祉プ

ラザ視覚・聴覚障害者センターチャンネル)において動画を掲載 

 

（２）接種時の情報保障 

・集団接種会場（地域会場）において、コミュニケーションボードやブギーボ

ードなど情報を得やすい環境を整備 ※令和５年１２月をもって全て閉鎖 

 

 

♦堺市住民税非課税世帯等臨時特別給付金案内における情報保障 

 

１ 事業の概要 

令和５年６月～、令和６年１月～、令和６年３月～に行われた、住民税非課

税世帯等を支援する給付金事業において、視覚障害者及び聴覚障害者等に向け

た各種情報保障を実施。 

 

 ２ 実施状況 

   ○テキスト情報・音声情報の掲載 

（１）対象者…制限なく視聴可能 

   （２）掲載方法…堺市ホームページ、堺市立健康福祉プラザ視覚・聴覚障害者

センター点字図書館ホームページに音声版・テキスト版を掲

載。 

       希望者には、音声 CD版・点字版を提供。 

   

 

   ○YouTubeにおける手話動画掲載 

   （１）対象者…制限なく視聴可能 

   （２）掲載方法…YouTube（堺動画チャンネル、堺市立健康福祉プラザ視覚・聴

覚障害者センターチャンネル） 

 


